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１．ヒートアイランド対策のための都市計画技術 

ヒートアイランド対策を効果的かつ計画的に推進

するために、以下のような都市計画技術を開発し、

施策に反映させてその活用を図っている。 

(1)ヒートアイランド対策評価ツール 

地方公共団体等がヒートアイランド対策とともに

低炭素都市づくりも効果的に進められるように、ヒ

ートアイランド対策による気温低減効果に加えて省

ＣＯ２効果も予測できるヒートアイランド対策評価

ツール（詳細版・簡易版）を実用化した（図１）。

詳細版は地方公共団体等が事業計画で用いる詳細な

検討用ツールであり、簡易版は住民への説明会等で

使用するインタラクティブな説明用ツールである。 

 

図１ 評価ツール（左：詳細版、右：簡易版） 

 

(2)ヒートアイランド対策マップとガイドライン 

 地方公共団体等が効果的にヒートアイランド対策

をまちづくりの一環として実施できるように、上記

の評価ツール等を使って、気温や風の流れの実態を

ふまえて「風の道」等の対策方針を検討し、それを

地図上に示す「ヒートアイランド対策マップ」（図

２）を作成するとともに、都市計画と連携した効果

的な対策の手引きをとりまとめて、ヒートアイラン

ド対策に資する「風の道」を活用した都市づくりガ

イドライン（仮称）を作成した。 

２．法律・ガイドライン等による成果の活用 

以上の成果は国土交通省の低炭素都市づくりガイ

ドライン（平成22年）や、平成24年12月に施行され

た「エコまち法」（都市の低炭素化の促進に関する

法律）の基本方針と低炭素まちづくり計画策定マニ

ュアル（http://www.mlit.go.jp/toshi/city_plan/ 

eco-machi.html）にその活用方法が示されている。 

   
  都市スケールの「風の道」の対策方針図 

   

 地区スケールの対策方針図 

図２ ヒートアイランド対策マップの試作例 

写真 

(博士(工学)) 

写真 

(工学博士) 

 

成果の活用事例 
 

 

「美しい国づくりのための 

みちしるべ」(仮称)の作成  

 

環境研究部 緑化生態研究室 主任研究官 小栗ひとみ 研究官 曽根 直幸 室長 栗原 正夫 

（キーワード） 公共事業、景観創出、まちづくり、みちしるべ、効果 

 

１．「みちしるべ」作成の経緯 
 公共事業の景観創出にあたっては、施設の装飾や

修景に完結するのではなく、景観創出を通して、周

辺地域のまちづくりに効果を及ぼすことが求められ

ている。ところが、現状では、公共事業において景

観創出に取組む際、地域とどのように向き合えばよ

いのか、地域のまちづくりにどのような効果を及ぼ

すことができるのか、また、それを引き出すために

は、いつ、どのような取組みを進めればよいのかな

ど、まさに実務の現場で役立つ情報が、十分に整理

されているとは言い難い状況にある。 
そこで、公共事業による景観創出と地域の景観形

成が連携した美しいまちづくりの実現に向けて、公

共事業の現場技術者等が地域のまちづくりに効果を

及ぼすことを意識した景観整備を進めるための知見

や情報を、「美しい国づくりのためのみちしるべ（仮

称）～公共事業における景観配慮を地域のまちづく

りに結びつけるために～」としてとりまとめた。 

２．「みちしるべ」の概要 
「みちしるべ」の構成は、図-1のとおりである。

まず１章において、公共事業の景観創出が地域に与

える効果を考えることの意味をわかりやすく説明し

た後、２章では景観創出が生み出す様々な効果を、

また３章では効果を生むための取り組み手法とその

ポイントを、それぞれ例示を交えながら解説してい

る。２章および３章の「みちしるべシート」では、

先進的な景観創出事例から抽出・整理された31の効

果と17の手法それぞれについて、具体的な内容や事

例、効果と手法の関係をビジュアルな資料を用いて

整理し、効果の把握方法についても解説を加えた。 
３．成果の公表 
 「みちしるべ」は、国総研資料として公表予定で

ある。（http://www.nilim.go.jp/lab/ddg/seika/） 
 「みちしるべ」が公共事業による景観創出と地域

の景観形成が連携した美しいまちづくりの一助とな

ることを期待する。 

写真 写真 写真 

 １  「みちしるべ」のねらい    ～なぜ「まちづくり効果」なのか 

  （１）「みちしるべ」の位置づけ 

  （２）効果を考えることの意味 

  （３）「みちしるべ」の使い方 

  （４）みちしるべシートについて 

 ２ まちづくりにおよぼす効果  ～どんな効果が生まれるのか 

  （１）効果の種類 

  （２）効果の相互関係 

  （３）効果の把握方法 

  （４）効果からみたみちしるべシート 

 ３ 効果発現のための手法   ～どうすれば効果が生まれるのか 

  （１）手法の種類 

  （２）手法と効果との関係 

  （３）手法と事業段階との関係 

  （４）手法からみたみちしるべシート 

 

 

【効果発現の事例】 

・地域景観の向上は公共事業における景観配慮が直接的に現

れる効果であり、景観の向上はその後に続く様々なまちづ

くり効果を発現する源になる。 

１．地域景観の向上 

《効果の発現に関わりの強い手法》 

⇒取組み手法Ａ：事業のまちづくりにおける意味を考える 

⇒取組み手法Ｄ：制約を取り払ってみる 

⇒取組み手法Ｈ：本当に大切なものは何かをみんなで決める 

 

関ヶ原の水辺：整備前

関ヶ原の水辺：整備後
関ヶ原の水辺：整備前 

 関ヶ原の水辺：整備後 

図－１ 「みちしるべ」の全体構成

 図-1 「みちしるべ」の全体構成  

図－２ 「効果」の一例 
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